


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































柏書房　pp,70 〜 72　pp,76 〜 77
（35）　　同書　　pp,210 〜 211
（36）　　同書　　pp,233
（37）佐藤健一編著『江戸の寺子屋入門　算術を中心
として』研成社　1996年
（38）大友秀明「社会科教育における「文化学習」の
意義と可能性　『埼玉大学紀要　教育学部』63
（１）2014年　pp,253 〜 266
（39）倉持祐二「第3章　時代のイメージを育てる生
活文化学習を」先述の書籍　pp,49 〜 87
佛教大学教育学部学会紀要　第15号（2016年３月）
114
（40）草戸千軒遺跡の発掘成果をわかりやすく広める
ため広島県立博物館は実物大の家・生活のモノ
を展示してある。しかもそれは手にとってもよ
いものとして展示されている。この「手にとれ
る」意味は大きい。
（41）四條畷市立歴史民俗資料館の発掘成果に詳しい。
（42）教育出版版「小学社会６上」pp,76 〜 87
（43）この錦絵は、安政期（1854 〜 9年）の作品である。
大阪市立中央図書館や「船の科学館」などから
ダウンロードできるが、二次使用に当たるため、
ここでは表示出来ない。小学校社会科教科書や
資料集に「大阪の港のにぎわい」（教育出版版
教科書）や「出船千艘入船千艘」を表すものと
して載せられているが、正確には「新綿番船」
のレースの出港時の観客も含めた混雑の様子を
表している。
（44）河内実践で使われたビデオを使用
（45）なにわの海の時空館『弁才船の花形　菱垣廻船
復元の記録』2000年のビデオ
　なお「なにわの海の時空館」は、大阪市港湾
局の建物として立てられ、復元された「浪華丸」
が館内に展示されていた。現在は閉館されてい
て、「浪華丸」や展示をみることは出来ない。
